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森林所有者等
（伐採造林を行う者）

市町村

伐採・造林計画の作成 届出内容の確認

伐採の開始

伐採の終了

造林の開始

造林の終了

届出書の提出
（伐採90～30日前）

適合（確認）通知の発行・必要な場合、指導等

報告内容の確認

伐採報告の提出
（伐採後30日以内）

必要な場合、指導等

報告内容の確認

造林報告の提出
（造林後30日以内）

＋ ＋ ＋
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地域森林計画の
対象民有林か

森林の立木の伐採を行う場合

保安林等（※）に
指定されているか

１ha超 の
土地の形質変更
に該当するか

届出の適用除外に
該当するか（※）

伐採造林届出制度の対象

※保安林及び
保安施設地区

※詳細はP.3参照

届出不要

届出不要

保安林関係
手続が必要

林地開発
許可が必要

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

※１ 太陽光発電設備の場合は、0.5ha超
※２ 土石等の採掘、宅地の造成、

土砂捨てその他物件の堆積、
建築物等の新築・増築など

0.6ha以上1.0ha未満
（※1）の土地の形質変更
（※2）に該当するか

はい
林地開発

事前協議が必要

いいえ

※１ 太陽光発電設備の場合は、
0.3ha以上0.5ha未満

※２ 土石等の採掘、宅地の造成、
土砂捨てその他物件の堆積、
建築物等の新築・増築など



•

•

区域の種類 法令の名称
（一部略称）

規制対象行為 所管機関

・砂防指定地 ・砂防法 ・木竹の伐採
・土地の形状の変更 等 ・県

・ぼた山崩壊防止区域
・地すべり防止区域

・地すべり等
防止法

・木竹の伐採
・樹根の採取 等 ・県

・急傾斜地崩壊危険区域 ・急傾斜地防止法 ・木竹の伐採
・切土、盛土 等 ・県

・土砂災害特別警戒区域 ・土砂災害防止法 ・特定開発行為 ・県

・宅地造成等工事規制区域
・特定盛土等規制区域 ・盛土規制法 ・盛土、切土

・一時的な土石の堆積

・県
・政令市
・中核市

・国立公園、国定公園、都道府県
立自然公園（特別保護地区、第１
～３種特別地域） ・自然公園法

・工作物の新築、改築、増築
・木竹の伐採
・地形の形状の変更 等

・環境省
・県

・原生自然環境保全地域
・自然環境保全地域（特別地域）
・都道府県自然環境保全地域
（特別地域）

・自然環境保全法

・工作物の新築、改築、増築
・木竹の伐採
・地形の形状の変更 等

・環境省
・県

・鳥獣保護区（特別保護地区） ・鳥獣保護法 ・工作物の新築、改築、増築
・木竹の伐採 等

・環境省
・県

・都市計画区風致地区 ・都市計画法
・工作物の新築、改築、増築
・木竹の伐採
・地形の形状の変更 等

・県

・特別母樹林 ・林業種苗法 ・樹木の伐採 ・農林水産省

・史跡名勝天然記念物 ・文化財保護法 ・史跡名勝天然記念物の現状
変更 ・文化庁

・特別緑地保全地区 ・都市緑地法
・工作物の新築、改築、増築
・木竹の伐採
・地形の形状の変更 等

・県

・生息地等保護区
（管理地区）

・野生動植物種
保存法

・工作物の新築、改築、増築
・木竹の伐採
・地形の形状の変更 等

・環境省

・漁業法に基づく制限林 ・漁業法 ・木竹、土石の除去 ・県





○○市○○町字○○ 地番1234-1、1234-2

※森林法以外の法令により施業の制限がある場合はその種別を記載して下さい。
※適合（確認）通知書（P.22参照）の発行希望の有無を記載します。

・伐採者と造林者が異なる場
合には連名で作成して下さい。
・同一の場合は、１名の記載
で構いません
・共有林等で届出者が多数に
なる場合には、別紙等で添付
して下さい。（P.10参照）

伐採する立木の所有者を記載して下さい。

複数の地番にまたがる場合は、全ての地番
を記載して下さい。（欄に記入しきれない
場合は別紙等で添付して下さい。P.9参
照）

押印不要

押印不要

伐採する森林のある
市町村毎に提出します。

伐採を行う一団の森林毎に提出します。（取扱いに迷う場合は市
町村に予めご相談下さい。）



○○市■■町字▲▲ 地番1234-1ほか4地番（別紙のとおり）

適合通知の発行を希望する。

伐採する立木の所有者を記載して下さい。

複数の地番にまたがる場合は、全ての地番
を記載して下さい。（欄に記入しきれない
場合は別紙等で添付して下さい。）

押印不要

届出日は伐採期間の始期から９０日から３０日前
とする必要があります。

伐採者と造林者が異なる場合は連名で
届け出ます。

番号 森林の所在場所

１ ○○市■■町字▲▲ １２３４－２

２ ○○市■■町字▲▲ １２３４－３

３ ○○市■■町字▲▲ １２３４－４

４ ○○市■■町字▲▲ １２３４－５



○○市■■町字▲▲ 地番1234-1、1234-2

伐採する立木の所有者を記載して下さい。

複数の地番にまたがる場合は、全ての地番
を記載して下さい。（欄に記入しきれない
場合は別紙等で添付して下さい。）

押印不要

届出日は伐採期間の始期から９０日から３０日前
とする必要があります。

共有林等で届出者が多数になる場合には、
ほか○名として、別紙に記載下さい（次頁参照）

番号 住所（所在） 氏名（名称）

１ ○○市■■町字▲▲
１２３４－２ 林野 次郎

２ ○○市■■町字▲▲
１２３４－３ 林野 花子

３ ○○市■■町字▲▲
１２３４－４ 森林 一郎



伐採面積 ha（うち人工林 ha、天然林 ha）

伐採方法 主伐（皆伐・択伐）・間伐 伐採率 ％

作業委託先 作業を外部委託する場合は、委託先を記載して下さい。

伐採樹種 すぎ、ひのき、まつ（あかまつ、くろまつ）、からまつ、えぞまつ、とどま
つ、その他針葉樹、ぶな、くぬぎ、その他広葉樹に区分して記載して下さい。

伐 採 齢
都道府県が保有する森林簿等を参考に伐採する立木の林齢を記載して下さい。
（複数の伐採齢がある場合には、もっとも多いものを記載し、最大と最小を
○～○として記載下さい。）

伐採の期間 ○○年○月○日～○○年○月○日
※１年を超える場合には年次毎に記載します。

集材方法 集材路・架線・その他（ ）

集材路の場合
予定幅員・延⾧ 幅員 ｍ・延⾧ ｍ

・小数点第２位（第３位を四捨五入）まで記載
・市町村森林整備計画に定める面積（20ha等）を
超えている場合には適切な保護樹帯の設置が必要

・転用の場合、林地開発許可または事前協議が必要
な行為、面積でないか確認

内訳を記載

幅員３ｍを超え、かつ幅員×延⾧が10,000㎡(1ha)を超える場合には、林地開発
許可が必要となります。

※市町村によっては異なる率が設定されている
場合がありますので、詳しくは市町村森林整備
計画をご確認下さい。

ポイント参照



・小数点第２位（第３位を四捨五入）まで記載
・転用の場合、林地開発許可または事前協議が
必要な行為、面積でないか確認

内訳を記載

伐採面積 5.00ha（うち人工林5.00ha、天然林0.00ha）

伐採方法 主伐（皆伐・択伐）・間伐 伐採率 100％

作業委託先 ○○林業（株）

伐採樹種 すぎ ひのき

伐 採 齢 ６０ ６５（６０～７０）

伐採の期間 令和６年５月１日～令和７年３月３１日

集材方法 集材路・架線・その他（ ）

集材路の場合
予定幅員・延⾧ 幅員2.5ｍ・延⾧500ｍ

複数樹種の場合はそれぞれ樹種
と伐採齢を記載します。

幅員３ｍを超え、かつ幅員×延⾧が10,000㎡(1ha)を超える場合には、林地開発
許可が必要となります。



伐採面積 5.00ha（うち人工林5.00ha、天然林0.00ha）

伐採方法 主伐（皆伐・択伐）・間伐 伐採率 30％

作業委託先 ○○林業（株）

伐採樹種 すぎ

伐 採 齢 ４５

伐採の期間 令和６年５月１日～令和７年３月３１日

集材方法 集材路

集材路の場合
予定幅員・延⾧ 幅員2.5ｍ・延⾧500ｍ

・小数点第２位（第３位を四捨五入）まで記載
・市町村森林整備計画に定める面積（20ha等）
を超えている場合には適切な保護樹帯の設置が
必要

内訳を記載

択伐の伐採率は、基本的に、人工造林の場合は
40％、天然更新の場合は30％が上限となります。
（詳細は、市町村森林整備計画を確認して下さ
い。）



伐採面積 5.00ha（うち人工林5.00ha、天然林0.00ha）

伐採方法 主伐（皆伐・択伐）・間伐 伐採率 35％

作業委託先 ○○林業（株）

伐採樹種 すぎ

伐 採 齢 ４５

伐採の期間 令和６年５月１日～令和７年３月３１日

集材方法 集材路

集材路の場合
予定幅員・延⾧ 幅員2.5ｍ・延⾧500ｍ

・小数点第２位（第３位を四捨五入）まで記載
・市町村森林整備計画に定める面積（20ha等）
を超えている場合には適切な保護樹帯の設置が
必要

内訳を記載

間伐の伐採率は、基本的に35％が上限となりま
す。（詳細は、市町村森林整備計画を確認して
下さい。）



伐採計画の伐採方法が「間伐」
の場合は、造林計画の作成は
不要です。

小数第２位まで記載します。
伐採計画の主伐面積に一致するよう計画します。

造林面積（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） ha

人工造林による面積（Ａ＋Ｂ） ha

植栽による面積（Ａ） ha

人工播種による面積（Ｂ） ha

天然更新による面積（Ｃ＋Ｄ） ha

ぼう芽更新による面積（Ｃ） ha

天然更新補助作業の有無 地表処置・刈出し・植込み・その他（ ）・なし

天然下種更新による面積（Ｄ） ha

天然更新補助作業の有無 地表処置・刈出し・植込み・その他（ ）・なし

※伐採後５年以内に森林以外に転用する場合にはその用途及び時期を記載して下さい
（５年後以降に転用を計画している場合には、造林の計画が必要となります。）。

造林の
期間

造林
樹種

樹種別の
造林面積

樹種別の
植栽本数

作 業
委託先

鳥獣害
対 策

人工造林
（植栽・人工播種）

天然更新
（ぼう芽更新・
天然下種更新）

５年後において
適確な更新が
なされない場合

転用の場合は記載不要です。

天然更新及び転用の場合に、記載が必要です。

次頁のポイントを参照して記載して下さい。






A年度末→



造林面積（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 5.00ha

人工造林による面積（Ａ＋Ｂ） 5.00ha

植栽による面積（Ａ） 5.00ha

人工播種による面積（Ｂ） 0.00ha

天然更新による面積（Ｃ＋Ｄ） ha

ぼう芽更新による面積（Ｃ） ha

天然更新補助作業の有無

天然下種更新による面積（Ｄ） ha

天然更新補助作業の有無

造林の
期間

造林
樹種

樹種別の
造林面積

樹種別の
植栽本数

作 業
委託先

鳥獣害
対 策

人工造林
（植栽・人工播種）

令和7年
4月1日
～

令和9年
3月31日

すぎ 5.00ha 15,000本 ○○組合 防護柵の
設置

天然更新
（ぼう芽更新・
天然下種更新）

５年後において
適確な更新が
なされない場合

転用しない場合記載不要です。

人工造林の場合記載不要です。

人工造林の期間は、伐採期間の終期から
２年後の年度末までとする必要があります。

人工造林の場合、記載不要です。

小数第２位まで記載します。
伐採計画の主伐面積に一致するよう計画します。



造林面積（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 5.00ha

人工造林による面積（Ａ＋Ｂ） 0.00ha

植栽による面積（Ａ） 0.00ha

人工播種による面積（Ｂ） 0.00ha

天然更新による面積（Ｃ＋Ｄ） 5.00ha

ぼう芽更新による面積（Ｃ） 0.00ha

天然更新補助作業の有無

天然下種更新による面積（Ｄ） 5.00ha

天然更新補助作業の有無 地表処置・刈出し・植込み・その他（ ）・なし

造林の
期間

造林
樹種

樹種別の
造林面積

樹種別の
植栽本数

作 業
委託先

鳥獣害
対 策

人工造林
（植栽・人工播種）

天然更新
（ぼう芽更新・
天然下種更新）

令和6年4
月1日
～

令和12年
3月31日

その他
広葉樹 5.00ha 記載

不要 ○○組合 防護柵の
設置

５年後において
適確な更新が
なされない場合

令和12年
4月1日
～

令和14年
3月31日

すぎ 5.00ha 15,000本 ○○組合 防護柵の
設置

転用しない場合記載不要です。

天然更新の場合、天然更新補助
作業の有無を記載して下さい。

天然更新の期間は、伐採期間の終期から
５年後の年度末まで（詳細P.16）

５年後において適確な更新がなされない場合は、
その後の２年後（伐採期間の７年後）まで（詳細P.16 ）

天然更新の場合、記載不要です。

小数第２位まで記載します。
伐採計画の主伐面積に一致するよう計画します。



造林面積（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） ha

人工造林による面積（Ａ＋Ｂ） ha

植栽による面積（Ａ） ha

人工播種による面積（Ｂ） ha

天然更新による面積（Ｃ＋Ｄ） ha

ぼう芽更新による面積（Ｃ） ha

天然更新補助作業の有無 地表処置・刈出し・植込み・その他（ ）・なし

天然下種更新による面積（Ｄ） ha

天然更新補助作業の有無 地表処置・刈出し・植込み・その他（ ）・なし

駐車場

造林の
期間

造林
樹種

樹種別の
造林面積

樹種別の
植栽本数

作 業
委託先

鳥獣害
対 策

人工造林
（植栽・人工播種）

天然更新
（ぼう芽更新・
天然下種更新）

５年後において
適確な更新が
なされない場合

令和12年
4月1日
～

令和14年
3月31日

すぎ 5.00ha 15,000本 ○○組合 防護柵の
設置

全面積を転用する場合、本欄の記入は不要
です。

５年後において、転用が完了しなかった場合は、造林が必要となります。
その場合の造林計画（２年以内）を記載して下さい

転用の場合は、用途を記載します。

全面積を転用する場合、本欄の記入は
不要です。



ﾁｪｯｸ 項 目 内 容

□ 届出日 伐採計画での伐採期間（始期）の90～30日前になっているか。

□ 届出者 届出者の住所・氏名は、添付書類と一致しているか。

□ 届出者 立木の伐採、造林の権原のある者となっているか。
（単なる作業の請負者が届出者となっていないか。）

□ 届出者 伐採者と造林者が異なる場合は、両者の連名になっているか。

□ 立木所有者 伐採対象の立木の所有者が記載されているか。

□ 所在場所 伐採予定の全ての地番が記載されているか。

□ 備考 森林法以外の制限について記載されているか。

ﾁｪｯｸ 項 目 内 容

□ 伐採する者 伐採者の住所・氏名は、添付書類と一致しているか。

□ 伐採面積 全ての地番の伐採面積が合計されているか。

□ 伐採面積 転用を行う場合に、面積が1ha（太陽光発電の場合0.5ha）を超え
ていないか（林地開発許可の対象となる可能性があります。）

□ 伐採面積 皆伐の場合、市町村森林整備計画に定める面積（20ha等）を超え
ていないか。

□ 伐採方法 皆伐を回避すべき区域（択伐による複層林施業を推進すべき区
域）において皆伐が計画されていないか。

□ 伐採樹種 現況や森林簿と一致しているか。

□ 伐採齢
現況や森林簿と一致しているか。
市町村森林整備計画の基準（主伐：標準伐期齢、間伐：間伐を実
施すべき標準的な林齢）と整合しているか。

□ 伐採率 市町村森林整備計画に照らして、過大な伐採率となっていないか。

□ 伐採期間 届出日の90～30日後が始期となっているか。

□ 伐採期間 伐採期間が１年を超える場合には、年次別に伐採計画が記載され
ているか。

□ 造林計画
との連携

伐採者と造林者が異なる場合には、一連の作業について認識を共
有するなど十分な連携が図れているか。



ﾁｪｯｸ 項 目 内 容

□ 造林者 造林者の住所・氏名は、添付書類と一致しているか。

□ 造林面積 造林面積（A＋B＋C＋D）は、伐採計画の主伐にかかる伐採面積と
一致しているか。（一部を転用する場合を除く）

□ 造林面積 造林面積（A＋B＋C＋D）は、その内訳（A～D）の合計と一致し
ているか。

□ 天然更新 市町村森林整備計画で人工造林として計画することが求められる
区域において、天然更新が計画されていないか。（P.16参照）

□ 天然更新
補助作業

天然更新が計画されている場合に、天然更新補助作業の有無が記
載（選択）されているか。

□ 造林の期間 造林の期間は適正か。（P.16参照）

□ 造林樹種 造林樹種は、市町村森林整備計画に掲載されている樹種か。

□ 樹種別の
植栽本数

市町村森林整備計画に照らして、適正な本数となっているか。
（P.16参照）

□ 複数樹種 複数樹種の造林が計画されている場合、樹種、面積、本数はそれ
ぞれの樹種について記載されているか。

□ 鳥獣害対策
市町村森林整備計画において、鳥獣害防止森林区域に指定されて
いる場合は、防護柵の設置、幼齢木保護具の設置などの鳥獣害対
策が記載されているか。

□
５年後にお
いて適確な
更新がなさ
れない場合

天然更新及び転用の場合に記載されているか。

□ 森林以外の
用途 転用の場合の用途及び転用時期が記載されているか。

□ 森林以外の
用途

届出箇所の周囲で転用が行われていないか、又はその予定がない
か（一連の転用が一体のものとみなされ、林地開発許可の対象と
なる場合があります。）。

□ 伐採計画
との連携

伐採者と造林者が異なる場合には、一連の作業について認識を共
有するなど十分な連携が図れているか。



（例）



該当する場合に必要

届出者が土地所有者でない場合に必要

以下のいずれかに該当する場合には、添付を省略することができます。
①単木的な伐採など境界に隣接しない場合
②境界杭などにより境界が明らかな場合
③誓約書の提出等により届出後伐採前に境界確認を実施することを明らかにした場合

必須

必須

必須

市町村⾧が必要と認める場合



•

•

•

•





※原則、区画の実測は必要ありません。
（市町村から実測を指導されている場合に
は、指導に従って下さい。）



•

•

•

•

•

•

•

•

•

•



•

•

•



•

•

•



•

•



•










地番
森林所有者

確認方法
住所 氏名

○○○ー△ ○○市○○町△△ △△ △△ ○年○月○日 現地立会

○○○ー□ ○○市○○町□□ □□ □□ ○年○月○日 現地立会

○○○ー× ○○市○○町×× ×× ×× ○年○月○日 書面通知により承諾

地番
森林所有者

確認方法
住所 氏名

○○○ー△ ○○市○○町△△ △△ △△ ○年○月○日 現地立会

○○○ー□ ○○市○○町□□ □□ □□ ○年○月○日 現地立会

○○○ー× ○○市○○町×× ×× ×× ○年○月○日 書面通知

※隣接所有者の署名・押印等は必要ありません。

※隣接所有者の署名・押印等は必要ありません。



伐採区域

土場

林道

森林作業道

集材路

凡例

※実測の必要はありません。
※位置図・区域図と兼ねることも可能です



伐採及び集材に係るチェックリスト

〇〇年〇月〇日
伐採する者：〇〇 〇〇
森林の所在・場所：〇〇市〇〇町〇〇ー〇

チェック項目 確認

（１）伐採の方法及び区域の設定

□

２）林地保全に配慮した集材路注１）・土場の配置・作設

注１）集材路：立木の伐採、搬出等のために林業機械等が一時的に走行することを目的として作設す
る仮施設（道）（森林整備のために継続的に用いる道は森林作業道として集材路と区別する）。
注２）「森林作業道作設指針の制定について」（平成22年11月17日付け林整整第656号林野庁長官通
知）

□

（３）周辺環境への配慮

□



チェック項目 確認

（４）生物多様性と景観への配慮

□
（５）路面の保護と排水の処理

□

（６）切土・盛土

□

（７）作業実行上の配慮

□

（８）事業実施後の整理

。

□



•

•

•

•

•

•

•

•

•

•
•

•

•

•



•

•

•

•

•

•

•
•

森林作業道を作設する上で考慮すべき最低限の事項を目安として示したものです。

・
林業経営体等が主伐時における立木の伐採・搬出に当たって考慮すべき
最低限の事項を示したものです。

（令和５年５月改正）



ﾁｪｯｸ 項 目 内 容

□ 位置図 届出対象となる森林の位置を特定できる図面となっているか。
（P.24参照）

□ 区域図 伐採する森林の区域の外縁を明示した図面となっているか。
（P.24参照）

□ 届出者の
確認書類 法人・個人の別に必要な書類が添付されているか。（P.25参照）

□ 届出者の
確認書類

届出書（表紙）、伐採計画書、造林計画書の伐採者・造林者の住
所・氏名と一致しているか。

□ 許認可書類 届出書（表紙）に記載された必要な許認可に該当する書類が全て
添付されているか（P.26参照）。

□ 土地権原
書類

造林者（伐採者と造林者が同一の場合を含む）の権原を証するも
のとなっているか。（P.27参照）

□ 伐採権原
書類

伐採者（伐採者と造林者が異なる場合に限る）の権原を証するも
のとなっているか。（P.28参照）

□ 境界関係
書類

境界確認を実施した状況を記載した書類等適切な書類が添付され
ているか。（P.29，30参照）

□ その他 適切な凡例が付された搬出計画図が添付されているか。（P.31参
照）

□ その他 必要な事項がチェックされた伐採・集材チェックリストが添付さ
れているか。（P.32，33参照）

□ その他 市町村⾧が求める書類（地元関係者との協議書等）が添付されて
いるか。









伐 採 面 積 2.00ha（うち人工林 2.00ha、天然林 ha）

伐 採 方 法 皆伐 ・ 択伐 伐採率 100％

森林所有者（造林する者）
の伐採跡地の確認の有無 有 ・ 無

作 業 委 託 先

伐 採 樹 種

伐 採 齢

伐 採 の 期 間 令和〇年〇月〇日～令和〇年〇月〇日

集 材 方 法 集材路・架線・その他（ ）

集材路の幅員・延⾧ 幅員 ３ｍ ・ 延⾧500ｍ

○○市○○町字○○ 地番1234-1、1234-2

※転用の場合はその用途及び時期を記載して下さい。
※相続等により届出書と異なる者が提出する場合、その事情を記載して下さい。
また、書類にて所有者等を確認させていただきます。

伐採者が作成して下さい。

複数の地番にまたがる場合は、全ての地番を記載して下さい。
（欄に記入しきれない場合は別紙等で添付して下さい。）

押印不要

【記載例】

面積は、小数点第２位まで記載して下さい。

伐採した森林のある
市町村毎に提出します。



造林の
方法

造林の
期間

造林
樹種

樹種別の
造林面積

樹種別の
造林本数

作業
委託先

鳥獣害
対策

人工造林 植栽
令和〇年〇
月〇日～令
和〇年〇月
〇日

すぎ 2.00㏊ 5,000本 〇〇林業 保護柵の
設置

天然更新 － － － － － － －

○○市○○町字○○ 地番1234-1、1234-2

※相続等により届出書と異なる者が提出する場合、その事情を記載して下さい。
また、書類にて所有者等を確認させていただきます。

造林者が作成して下さい。

複数の地番にまたがる場合は、全ての地番を記載して下さい。
（欄に記入しきれない場合は、別紙等で添付して下さい。）

押印不要

【記載例】

造林した森林のある
市町村毎に提出します。

下記の記載要領に沿って記載して下さい。



ﾁｪｯｸ 項 目 内 容

□ 報告日 伐採期間の末日から30日以内になっているか。

□ 所在場所 伐採した全ての地番が記載されているか。

□ 伐採の
実施状況 提出した伐採計画と整合した内容となっているか。

□ 伐採面積 全ての地番の伐採面積が合計されているか。

□ 備考 転用の場合の用途及び転用時期が記載されているか。

□ 備考 相続等により届出書と異なる者が提出する場合、その事情を記載
されているか。

□ 添付書類 市町村から指導されている書類（伐採後の写真等）を添付されて
いるか。

ﾁｪｯｸ 項 目 内 容

□ 報告日 造林期間の末日から30日以内になっているか。

□ 所在場所 造林した全ての地番が記載されているか。

□ 造林の
実施状況 提出した造林計画と整合した内容となっているか。

□ 造林面積 伐採報告書の伐採面積が造林されているか。

□ 複数樹種 複数樹種の造林が実施されている場合、樹種、面積、本数はそれ
ぞれの樹種について記載されているか。

□ 備考 相続等により届出書と異なる者が提出する場合、その事情を記載
されているか。

□ 添付書類 市町村から指導されている書類（造林後の写真、更新状況の
チェックリスト等）を添付されているか。


